
新しい小・中学校学習指導要領
（文科省中教審答申2016.12、2017.3公示）

社会に開かれた教育課程
「どのように学ぶか」 （主体的な学び・対話的な学び・深い学び）

総則： 社会に開かれた教育課程 カリキュラム・マネジメントの

流れ 学校等段階間・教科等間の連携 子供の発達の支援、家

庭・地域との連携

国語科： 語彙 論理的思考力 考えの形成と深化 言語文化

社会科： 主権 防災・安全 海洋・国土 グローバル化 産業構

造 伝統文化 地歴政経等について制度等の理解 多面的・多

角的考察・構想・表現 主体的問題解決の態度

算数・数学科： 生活・社会・数学の事象から問題を見出して主

体的に取り組む 統計的内容

理科： 科学的に探究する学習活動 生活・社会との関連
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生活科、音楽科、図画工作科、美術科、家庭科、技術・家庭科（技術・家庭科

技術分野：プログラミング、情報セキュリティ、知的財産、技術倫理）、体育科、

保健体育科（する・みる・支える・知る）

外国語活動、外国語科： 聞く・読む・話す（やりとり）・話す（発表）・書く別に５

つの目標 小学校中学年から聞く・話す、高学年から読む・書く 中学校では対

話的言語活動、英語で授業 小学校語彙600-700 中学校語彙 1200 ⇒

1600-1800

特別の教科 道徳（道徳科）： 2015から先行改訂 小学校2018 中学校

2019全面実施 道徳的価値を自分の事として多角的・多面的に考える いじ

め問題対応 問題解決的学習 数値評価や入試利用は行わず個人の成長を

個人内評価

総合的な学習の時間： 目標や内容の設定方法（各学校） 課題探究 各教科

⇒実生活・実社会で活用 言語能力・情報活用能力など教科を超える学習の

基盤を育成

特別活動： 人間関係形成 社会参画 自己実現 学級の課題 キャリア教育

自治能力 主権者としての社会参画 他者との協働 安全・防災
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個別大学の入学者選抜
AO入試、推薦入試、一般入試の在り方の見直し
多様な背景をもつ受検者の選抜
調査書の見直し
推薦書の見直し
多角的評価方法とその配分比率をアドミッションポリシーに明記
実施時期の検討
その他

【以下、高大接続システム改革会議2016.3.11 「最終報告案」p.39を修正（脚注省略）】
具体的な評価方法としては、例えば、次のようなものが考えられる。
・ 「大学入学共通テスト（仮称）」の結果
・ 自らの考えに基づき論を立てて記述させる評価方法
・ 調査書
・ 活動報告書
・ 各種大会や顕彰等の記録、資格・検定試験の結果
・ 推薦書等
・ エッセイ、大学入学希望理由書、学修計画書
・ 面接、ディベート、集団討論、プレゼンテーション
・ その他
○ その際、大学入学前に取り組んできた学習や活動の履歴や、大学における学修へ
の意思や意欲等をより適切に評価するため、国においては、「調査書」の在り方を
見直すとともに、提出書類のより積極的な活用を促すことも必要である。 23
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大学教育
改革

個別の大学は何を
目指すべきか？

↓
高等学校と大学は
まったく異なる存在

↓
大学が

目指すべきは
「大社接続」

（どんな卒業生が社会
で活躍しているのか）

©Yuichiro Anzai参考２１



これから日本で学ぶ生徒・学生にとって最も大事なのは

主体性

１．主体性とは、自分の目標を自分で

見いだし、実践する力

（≠一人よがりに主張する力、

≠人の意見に従わない力）

２．自分の目標をもっている人の心は、

その目標が達成されやすいように

はたらく。主体性は他の諸々の

「学び、働く力」の原動力。
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『問題解決の心理学－

人間の時代への発想』

中公新書, 1985
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ＦＳＰ研究会
約100企業、約20大学参加

大学１年春学期を中心に

約6000人受講。

一般社団法人フューチャースキルズプロジェクト研究会
http://www.benesse.co.jp/univ/fsp/

第５回シンポジウム

「学ぶとはたらくをつなぐ課外授業
～大学の学びは社会で生きる～」

2015年12月25日（金）13:00～17:30
明治大学アカデミーコモン内アカデミーホール

（東京お茶の水）

参加者６００名以上

2017年3月4日（土）

13:00～17:00

正会員・実践者

による意見交換会

立教大学（東京）
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超スマート社会サービス
プラットフォーム

セキュリティの
高度化・社会実装

新サービス向け
規制・制度改革

標準的データ
の提供

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ標準化
制度・基準整備

統合型材料開発
システム

エネルギー
バリューチェーン

新たな
ものづくりシステム

高度道路交通
システム

地域包括ケアシステム

自然災害に対する強靭
な社会

おもてなしシステム

インフラ
維持管理・更新

スマート・フード
チェーンシステム

地球環境情報
プラットフォーム

スマート生産
システム

バリュー

情報通信基盤
の開発強化

人材の育成・確保

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

バリュー

超スマート社会が生み出す価値

新しい事業･サービス

バリュー

効率的な保守
タイミングの設定、
タイムリーな保守部

材の提供

必要な材料の
要求、ニーズに応え
た材料の提供

カスタマイズケア、
目的地までバリアフ

リー移動

エネルギー需給
の効率化、クリーンエ

ネルギーの
安定供給

複数システムの連携･統

合により得られる新しい
価値の例

〔測位・認証等の既存システムも活用〕

• 生活の質の向上をもたらす人とロボット・AIとの共生

• 誰もがサービス提供者となれる環境の整備

• 潜在的ニーズを先取りして人の活動を支援するサービスの提供

• ユーザーの多様なニーズにきめ細やかに応えるカスタマ

イズされたサービスの提供

• 地域や年齢等によるサービス格差の解消

内閣府CSTI 基盤技術の推進の在り方に関する検討会資料より －

第5期科学技術基本計画答申概要に骨子掲載

科学技術の将来像
第５期科学技術基本計画（2016.4～2021.3）
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文部科学省 2016.4～2017.3

http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/005_index/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/03/10/1383246_1_1.pdf 28©Yuichiro Anzai

スポーツの将来像

大学スポーツの振興と地域振興



大学を中心としたコミュニティづくり
文武両道
リーダーシップ教育
デュアルキャリア形成の支援
マネジメント、ガバナンスの強化
大学スポーツアドミニストレーター
（ＳＡ）の設置

大学スポーツ局の設置
学産官連携協議会の設置

(第２期スポーツ基本計画）
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自主的活動・競技縦割り・

手弁当でＯＢ・ＯＧが指導

↓

大学横断・競技横断的統括組織

（日本版ＮＣＡＡ）の創設へ

↓

大学がスポーツを核にして

コミュニティを形成

「する」と「みる」と「ささえる」が協働
30



高大接続改革の展望
とICTの活用

－未来に生きる子どもたちのためにー

日本学術振興会

安西祐一郎

高大接続システム改革フォーラム

北海道における教育の情報化と質の向上

基調講演資料 2017.2.18 13:00-14:45

千歳科学技術大学本部棟 千歳市 北海道

ICTの将来像

広域での学びの在り方とICTの活用
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教育の場でICTは何の役に立つのか？
基礎知識・技能の獲得
思考力・判断力・表現力の育成
主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度の養成
学びの方法：一斉授業、協働学習、個別学習
学びの場：教室、校内、校外（家庭、地域、国外・・・）、ユビキタス・・・
広域での学びの支援
学びの道具：教材、副教材、ノート、宿題、コミュニケーション（⇔教員、⇔生徒、⇔そ
の他）、記録とその利用（ポートフォリオ・・・）・・・
社会と学びの関係づけ
校務支援
教員研修
教学マネジメント
調査書・指導要録の作成と運用
活動報告書の作成と運用
テスト問題の作成、採点
その他多数 どこにでもある

教育工学の蓄積⇔学習科学の潮流の間の関係をより良いものにする。
「ICTを活用することによって具体的に何が身につくのか」を明確にする。
「結果からプロセスへ」⇒プロセスの評価方法の研究開発を行う。

32
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33https://ictmayors.jp/files/summit/170223_PR.pdf

ICTの利活用：展望と課題

例えば・・・

©Yuichiro Anzai



近世から近代へ、近代から現代へ、現代から未来へ
３度目の教育転換期（明治、戦後、現在）A) 特徴

明治 漢学から洋学へ、小中学校の急速な整備、国民皆教育、ドイツ流大学制度の導入
戦後 米国流教育の導入、高校大学の全国的整備、理工系修士課程の整備
1990年代～現在へ 若年人口の急減、高卒就職者数の急減、（中）高大の詳細な序列化
～現在 子どもの貧困率の上昇、所得格差が学歴格差に影響、高校生・大学生の主体性
の喪失、大学と社会の関係の喪失、グローバル化の中での教育の国際競争
B)   転換期の共通性：
質的転換の進行
地域・所得等の影響の克服
世界の大きな流れへの合流
新しい社会への適応、新しい知識・学習方法の学習
新しい教育方法・教育評価方法の導入
C) 日本の教育改革
格差問題の克服
高等学校教育の質的転換（社会に開かれた教育課程へ）
高等学校教育の多様性と基礎学力の担保の両立
新学習指導要領（高校2022～；小中高の国語, 地歴公民, 理数, 英語, 情報ほか）
高校生のための学びの基礎診断（仮称）（2019～）
大学教育の質的転換、３ポリシーの明確化
個別大学入学者選抜における多角的評価の導入
大学入学共通テスト（仮称）（2020～）
職業教育、ほか多数 34
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読売教育ネットワークhttp://kyoiku.yomiuri.co.jp/torikumi/gakuryoku/
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